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笊
十
二
餘.
.

(

八
二
ニ)

，
雜
錄
戰
爭
と
僚
用
撖
货
池
に
財
政
 

第
六
诚
、

1

一
八

ず
。(
b

)

國
®

收
入
の
報
吿
に
據a'
R

、
千

九

百

十 

六
#

中

靡
^

1,.

時
借
入
金
吹
形
態
^
て
借
入
れ
た
る
 

金
额
は
英
1]
'

銀
行
週
報
に
於
け
る
，

「

政
府
證
書」

_.の
增 

*

刘
顧
よ
り
も
大
なb

じ
寧
實
ぁ>

c
v
。
，
(

 

C
 )

千
九
西
十
六 

年
來
英
蘭
鈒
行
は
利
子.5
:

定
め
ヽ
；短
期
又
は
他
0 ,
期
間 

に
於
て
、
諸
鈒
行
の
猶
高
を
吸
收
し
た
り0

7

)

英
蘭 

銀
行
迥
裉
に
於
け
る
變
動
の
意
義
を
解
釋
す
る
に
慣
れ

 

た
る
金
融
界
の
尊
門
家
は
千
九
百
十$

1

月
十
一
一
日

 

よ
り
ニ
月
十
六a

に
至
る
間
$

分
利
付
»

事
.
公

債

の

.發

 

行
に
際
し
て
、
英
蘭
銀
行
の
週
報
に
起
れ
る
變
動
に
就

 

て
、
練
察
を
下
し
介6

0
例
へ
. 

'ば「

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト」

は 

千
九
百
十
七
年
五
月
十
九
日
の
特
別
銀
行
號
に
於
て
日

 

く
英
蘭
銀
行
の
週
報
は
趴
時
同
銀
行
が«
||
*

る

仕
事 

を
行
ふ
.
爲
め
に
、
甚
だ
了
解
に
函
難
な
る
點
を
生
じ
來
 

れ
シ
。
殊
に
英
蘭
銀#

が
.
他
の
銀
行
よ
6

資
金
を
借
入
'
 

.

る
、
爲
め
に
、
此
困
雛
を
大«

ら
し
め
た
6

。
往
時
に 

於
て
は
英
蘭
銀
行
が
資
金
を
借
入
るS

や
、
.
證
書
幷
に.

預
金
の
漸
項
ょ
り
、
同
額
の
減
少
を
來
し
た
6

。
然
る 

に

今

日

斯

る

事

，
あ

•，ら
ん
か
.、
双
方
の
項
目
に
於
け
る
金
 

额
の
燦
加
を
生
中
可
し
と
。
:'
、

之
&

要
す
る
に
、
戰
時$

諸
龈
行
の
支
挪
準i

 

の
大
に
，增
加
し
た
る
はS

英
蘭
級
行
の
ft

用
膨
脹
、
英 

蘭
銀
行
に
於
け
る
市
ホ
，諸
銀
行
勘
定
に
對
す
る
«
#
、

 

政
庥
の
.
諸
銀
，行
遊
金
に
#
す
各
借
入
金
の
挪
出
政
府
紙
 

幣
■

の

形

態

に

於

け

る

市

中

諸

銀

行

支

挪

準

備

金

，
の

潜

加

 

諸
銀
行
の
膨
脹
せ
し
め
た
，る
.信
用
の
政
府
刹
用
等
に
基

 

く
も
の
に
し
て
、
斯
る
增
加
：に
就
て
、
市
中
諸
鈒
行
の

 

取
引
先
が
法
貨
を
引
出
ず
ょ
多
く
之
を
预
入
れ
た
 

る

乙
'̂

に
出
、

0

る
作
用
は
之
を
見
る
能
は
す
、
寧
ろ
公
 

衆
は
物
價
賃
銀
に
急
速
な
る
騰
貴.の

行

は

る
>結
果
、
 

_

戦
以
來
法
貨
を
吸
入
し
て
巳
ま
ざ
ぅ
き
。
千
九
11

十 

.
四
年
中
市
中
諸
銀-

に
六
千̂

fi

一
 

二
十 

.
萬
磅
を
增
加
し
た
る
ば
、
英
蘭
銀
行
の

「

其
他
預
金」

揿 

加
し
、
且
づ
政
府
紙
幣0

形
態
に
.
.於
て
、
市
中
諸
銀
行

の
手
元
現
金
增
加
し
た
る
に®

す
可
く
、
千
九
西
十
五 

年
に
於
妙
る
ニ
西
八
十
萬
破
の
小
なる
增

加

は「

其
也 

预金
」
：：

に
於
け
る
數
W

鸹
磅
の
減
少
に
基
&
ヽ
又
千̂
? 

西

士
- ^

に
於
け
る
一.
億
-

千
三
.
西

蔣

磅

の

增

加

は

.
政

 

府
の
銀
行
遊
金
に
對
し
て
數
次
行a

た
る
借
入
#
に
市 

巾
諸
銀
行
に
於
け
る
手
元
现
金
の
增
加
に
依
る
名
の
な

獨
逸
兼
營
銀
行
論
I

(

獨
逸
兼
營
銀
行
の
銀
行
經
濟
的
經
營
關
係
 

の
解
剖)

.

‘

'大

矢

知

:

昇

五

.不
斷
的
發
M
を
爲
.し
，つ
つ
あ
る
獨
逸
經
濟
生
活
に
戰 

應
叱
て
、
進
步
す
る
獅
逸
兼
營
銀
行
の
本
體
を
、
把
振

1

十
i

 

(

八
二
三)

紙
.

.

0
.

獨
逸f

銀
行
-論

し

、

國

设

經

濟

的

見

地

ょ

ゥ

、

こ
れ
の
.
功

罪

を

批

判

せ 

ん

ど

す

るf
cは
、
該
銀
行
の
裰
行
經
_

的
實
在
0
認
識

(Erkenntni.saerbankwirtsc.llaftHchen WirkHchkeit} 

を
其
出
發
點w

爲
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
而
し
て
北
1!
|1 

R
至
ら
ん
ヒ
す
る
に
ば
、
經
驗
的
銀
行
科
學
的
硏
究
な 

る
手
段
に
倚
恃
す
る
の
舞
；あ
る
、

蓋
し
、
抽
象
的
歼 

究
は
經
驗
的
•銀
行
科
學
的
硏
究(empirische 

bank— 

wissenschaftiiche Forschung)

を
基
-«
と
^
す
@
こ
初 

め
て
其
確
實
と
妥
.當
と
を
認
識
せ
ら

る

yか
ら
-で

あ 

る
0
か
の
包
括
的
硏
货
を
以
つ
て
0
行
論
の
*
高

科
學 

的
目
的
な
り
と
喝
破
し
、
此
意
味
に
於
い
て
、
從
來
の 

.獨
逸
兼
營
銀
行
論
^
3
1
1

Multum, 

sed 

M
a
l
t
a

な
り 

と
、
罵
ぅ
レ
、
、ボ
ー
ゼ 

一

{

ッ
ク
す
ら
、，
其
著『

新
獨
逸
兼 

營
銀
行
論』

'の
第1

卷
に
於
い
て
は
専
ら

經
驗
的
、
硏 

究
方
法
に
依
倚
し
た
る
が

如
き
名
亦
明
ら
か
に
此
問
の. 

消
息
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
經
«
的

^
究
の
®
象
た
る 

兼
營
鈒
行
は
、
獨
逸
R
於
け
る
、
す
べ
て
の
兼
營
龈
行

f
パ
、號

九

i

$

m

s

e

b

e

内t
丨'上きi

f時

,̂1-.1
il



=
r
^
I
u'
s
*
B
^
!
_
w

把

十

ご

卷(

八
ニ
^
;

) 

0 

，錄

d
獨
逸
^
皆
鈒
行
論

を
細
大
、‘
綱
羅
せ
す
ヽ
其
典
型
と®

倣
し
得
，

v

き
、
九
. 

大
兼
營
姐
行
を
硏
究S

的
と
爲
す
も
の
で
め
る
:0

今
九

行 

名

： 

,
'■

1. 

A
.

 

schaaffhLausen

cn-CIl

al.r’ JBankverein

2.banlc. 

fc;
r Handel 

un
d 

Lldnstrie.

3 > 

Direction 

der Disconto-Geselis

r&'haft，

：

4. 

B
s
m
e
r

 

Kandels-Geselischaft

5
. 

Mitteldentsche 

Ereditbank. \
 

o
v De

u
t
s
c
h
e

 B
a
r
k
, 

:
,

y 

r
o
m
m
e
r
N
-
'
a
n
d

 

D
i
s
c
o
n
t
o
-
B
a
n
k

 

—

8
.
b
r
e
s
d
n
e
r

 

w
a
n
k

9
.
INationai

cra
m
c

 

fiir 

D
e
u
t
s
cdland

(

商
業
登
記
筂
に
登
記
し̂

る

：̂
:
の

の

順

序

に

從

ひ

た
 

る
も
の
で
な
い
。'銀
行
に
ょ
り
て
は
事
實
上
の
，設
立 

の.
法_

的
嚴
立
よ
&
遲
れ
た
る
も
の
多々
あ

う

、

元
 

よ
6
登
記
：の
前
後
：は
權
利
義
務
な
る
：法
律
的
立
脚
^

.
• 

婼
六
诚-

1
ニ
〇
丨

大
兼
營
鈒
行
を
設
立
.の
年
度
に
從
a
て
、
.列
難
せ
ん
か 

次
の
如
し
。

設
立
の
土
地 

K
oi
i
n

:

D
a
r
m
s
t
a
d
t

 

u
n
d

 

Berlin 

B̂erlin 

. 

werlin 

.

、

 
hcm

n
k
f
u
r
t

 

a. 

m
.

 

Berlin. 

、JBerlin

H
a
m
b
u
r
g
r
-
B
e
r
H
n

 

D
r
e
s
d
s

 

Beiiin 

.JBeriin

設
立
の
年
度

1
8
400
.

S
5
3
.

I
S
5
I
X
I

00
5
6

) 

Ioo
^
v 

1
8
5
6.

I00
7
P 

I00
7
P 

1872 .

S
8
I
.

ょ
b
見
れ
ば
緊
要
な
る
も
、
純
經
濟
的
硏
究
に
採
ぅ 

て
は
.、
餘
b
重
製
な
ら
ざ
る
に
ょ
々
、
上
述
の
設
立

の
年
度
は
事
實
上
の
設
立
办
年
度
に
從
つ
れ
も
の
セ 

ぁ
る)

-6
ノ

是
等
諸
銀
行
ば
其
定
欵
の
定
む
る
處
ね
從
ひ
、
尤
も 

の
經
濟
的
活
動
區
域
を
有
し
、
.'
此
區
域
內
に
於
い
て
、 

所
定
の
業
務
を
營
む
を
其
目
的
と
す
る
も
の
な
れ
ば
營 

刺
的
意
思
削
體(w

i
l
l
e
E
s
g
e
m
e
b
s
c
h
a
f
t
)

た
る
と
^
令 

R

^

îl
s
H
a
t
g
e
m
e
i
n
s
c
h
a
f
t

) 

/で
あ
る
。
上
述
.
 ̂大 

|

銀
行
に
兼
營
鈒
行
め
典
型
を
見
出
し
是
れ
を
基
礎
と
し| 

て
へ
' 兼
營
銀
行
の
本
體
に
接
近
せ
ん
：

VJ

す
る
は
經
驗
的
.| 

銀
行
論
の
第一

步
で
あ：

る
、
而
し
て
上
揭
銀
行
の
公

表j 

す
る
、
，貸
借
對
照
表
、
損
益
表
、
.資
產
負
僙
表
、
及
營
：
 

業
報
吿
R
依
恃
し
て
、
是
れ
を
其
硏
究
材
料
と
爲
す
は 

經
驗
的
鈒
行
論
の
笕
ニ
步
た
る
と
冏
畤
に
其
特
微
で
あ 

る
、
鬼
等
の
諸
表
の
表
出
す
る
數
字
は『

靜
的
數
字』

で 

あ
る
ヽ
页
言
す
れ
ば
、
.不
斷
、
不
絕
の
變
化
展
齟
の
行\ 

辟
に
あ
る
龈
行
業
務
を
、

一
時
的
靜
的
狀
態
に
あ 

假
定
し
て
、
是
れ
を
數
字
的
に
表
出
し
た
も
の
で
、

一
 

柳
の
愤
値
擬
制
0
多
ユ
&
1
:0,
1
1

)

で
あ
る
、
而
し
て
吾
八 

は
此
M
倣
擬
制
た
る
、
諸
表
の
力
に
供
^

て
、
飯
行
經

、

'
摩

ニ

卷

(

八
ニ
：-5
:
雜
丨
錄
、獨逸馨

'銀行論

.
-

濟
的
實
tt
の
認
識
^
達
せ
ん
ビ
す
る
の
で
あ
る
、
銀
l#T 

.經
濟
的
實
在
：の
認
識
は
.銀

行

經

濟

的

經

.營

關

係

を

解

剖 

す
る
に
ょ
り
で
到
達
す
る
を
•.得
、
.鈒
行
經
濟
的
.經
營
關 

係
.の
：解

剖

は

、

先

づ

銀
！
：

業

務

：の.方

向

、
へ
及
^

經

罄

方
 

金
換ij

一
日
せ
ん
ガ
象
行
業
務
.の
發
達
.の
傾
向(

R

o'htung 

o
d
e
r

M-n
twic

k
k
m
g
s
t
e
n
d
e
n
z
s)

ょ
り
初
む
る
を
ヽ
捷 

徑

、

良

法

：と

爲

す

：の

.で
あ
る
。

ノ『

近
代
資
本
惻
鉍
濟
組
織
、に
於
い
て
は
、

货
幣
資
本 

(Geld 

k
a
u
a
r
)

は

國

民

經

濟

.の

生

理

的

過

程

に

於

け 

る
、
血
液
で
あ
る
ヽ
從
つ
て
貨
幣
資
本
の
授
受
及
其
整 

序
を
任
務V」

な
す
銀
行
は
國
K
經
濟
な
る
有
機
體
の
心 

.
臟

ビ

看

做

す

ミ

ビ

を

得

』

と

は

.、

硕

學

シ
H

1
フ
ル
の. 

言

で

あ

る

'が

國

民

經

濟

に

於

け

る

貨

胳

資

本

及

鈒

行

の 

職
能
を
關
iJ
i
i
Rし
^
好
箇
の
比
喻
で
あ
る
、
人
體
の
强 

弱
が
血
液
の
淸
新
如
何
に
ょ
り
、
血
液
の
；

£

新
が
心
臟 

の
观
健
如
何
に
依
る
が
如
く
、
货
胳
资
本
は
固
民
經
濟 

の
典
4
>

」

茧
大
の
關
係
を
有
し
、
贤
幣
資
本
の
活
用
如

, 

第
*パ

灘
ニ

ニ
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(>，ii\n

第

十

ニ

翁

(

八
5

0

雜
.

錄

、
獨
逸
雜
觀
&

何
は
、
沁
臟
的
作
川
を
營
む
銀
行
の
經
營
方
針
に
よ
ぅ 

て
制
約
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
、
換
言
す
れ
ば
銀
行
の 

經
濟
的
經
營
の
樣
式
如
何
祀
よ
ト
、
其
國
民
經
濟
的
過 

程
形
成
の
上
に
多
岐
多
檨
な
る
影
響
を
興
ふ
る
も
ので
 

あ
る
、.
さ
れ
ば
國
民
經
濟
の
見
地
よ
办

I.

國
銀
行
制
度 

を
品
! ®

枇
剑
せ
ん
と
せ
ば
、
其
國
銀
行
の
：罾
營
方
針
及 

其
懈
移
の
硏
梵
を
强
耍
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
、
而
し
て 

經
螫
方
針
及
其
推
移
は
銀
行
の
總
收X
を
見
れ
ば
明
か 

に
知
る
を
得
る
も
の
で
：あ
る
、
，蓋
し
、
銀
行
も
資
本
主 

義
が
企
業
«

る
ヵ
.故
.に
、

#

^

,

. 

(
w
r
w
e
r
b
)
.

な
る
餘
■剩
' 

の
存
在
は
其
企
業
荐
續
の
上f

覓
て
緊
要
で
あ
るo 

而
しV

此
總
收
入
は
銀
行
經
營
方
針0
如
何
に
よ
り
，其 

科
目
に
稲
々
異
り
た
，る
名
稱
を#

せ
ら
る
、
從
つ
て
總 

收
入
の
よ
つ
て
成
る
利
益
の
名
獬
の
相
違
は
や
が
て
營 

業
方
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總
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損
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總
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。
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ょ
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す
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ず
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又
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搆
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狹
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ヽ
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i
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が

其

大

著
『

獨 

逸
大
鈒
行
論』

に
於
いV

羞
行
業
務(£mmission-ges

丨
 

0ぽ
泞)

を
普
通
業
務(

r-ufende 

gesehaft}

な
る
&

$
に

- 

說
明
し
た
る
は
獨
逸
銀
行
の
普
通
業
務VJ

し
て
、
此
業
：

S

S

務
を
見
た
る
に
依
ら
ん
も
、
是
れ
槪
念
不
統
一
の
弊
の 

み
な
ら
ず
、
最
近
の
獅
逸
銀
行
の
說
明V

J

し
て
虛
妥VJ 

し
て
は一 .

槪
に
排
斥
し
能
は
ざ
.る
も
無
條
#
に
服
從
す 

る
を
得
^

い
、
泥

ん

命

彼

れ

の

G
e
s
d
b
a
i
t

ビ 

は

R
e
g
u
H
r
e

 

g
e
s
e
h
a
f
t

を
意
味
す
る
に
於
tr
て
を
や 

で
.
あ
る
。

疋
則
業
務
ょ
々
生
；ず
る
收
入
の
增
加
は
該
銀
行
の
存 

在
の
极
底
を
爲
す
獨
逸
國
屄
經
濟
の
癡
化
、
擴
充
を
語
”
 

る
も
9
で
あ
る
、
蓋
し
純
：理
銀
行
論
ょ
6
見
れ
ば
、
0 

行
の

^

*

は其
の
趣
想
で
あ
る
、
あ
ら
ゅ
る
經
濟
的
施 

鼓
に
於
い
て
分
業
反
伴
ふ
.利
#
の
夥
多
な
る
.が
如
く
、
 

龈
行
に
於
い
て
ち
世
界
經
濟
の
進
運
に
順
應
せん
と
せ 

ば
必
ず
分
業
を
基：̂
^
せ
ざ
る
;?
:
得
なS

、

然
れ
ど
も 

分
業
の
：實
施
‘に

は
一
定
の
兼
件
を
必
要
S
す
る
も
の
で 

あ
る
：、
此
根
本
的
條
件
存
せ
ざ
る
に
强
制
的
に
分
業
七 

實
行
せ
ん
ミ
す
る
は
、
弊
多
'ぐ
しV

、
利
少
く
、
そ
は 

餘
办
に
形
式
論.
で
あ
る
、
：銀
行
分
業
の
利
を
擧
ぐ
る
に

は
、’
其
業
務
に
對
し
て
社
會
の®

要
存
し
、
其
當
該
業 

務
ょ
P
生
ず
る
利
益
を
以

つ
てヽ

充
分
に
一

營
業
を
支 

持
す
る
に
足
る
場
合
た
，る
の
，要
，が
あ
る
。
獨

逸

に

於

て
. 

も
鈒
行
の
.分
業
を
以
て
，其®

想
ど
な
む
、
銀
行VJ,

取
引 

所
の
分
離
を
企
圖
せ
し

も
の
が
あ
る

、Caesar Straus 

| 

が
其
著『

獨
逸
预
金
制
度VJ

其
危
險』

(unser D
e
p
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s
k
s
g
e

prsystem 

e
n
d

 

seine 

Gefahren. 

.
 Frapkfult. 

\

100
9
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)

に
於
い
て
、
全
獨
逸
に
只f

個
の
预
金
鈒
行
の| 

B k

立
をT

H

张
ゼ
る
か
免
き
、
或
又0 '
«:

。v
V
a
r
s
c
h
a
u
e
r

が

|

コ
ン
ラ
ー
ド
年
報
へ§

と

の『

觸
逸
に
於
け
る
预
金
銀
一 

行
彻
度

』
(
D
a
s

 

D
epositenfanlsesen 

in D
e
u
t
s
chland

レ

な
-る
姬
下
に
於
い
て
各
州
に
帝
國
预
金
銀
行
の
，設
立
を
. 

主
張
せ
る
が
如
き
或
又
、
不
IH
則
業
務
を
禁
JI
:
す

る

意\ 

志
を
以
て
法
雜
に
て
、

一
定
し
左
る
贷
借
對
照
表
を
强 

制

す

る

を

主

張

し

忆

る

ァ

\

一一
 

ン
伯
®
の
提
唱(

此
主 

張
は1

八
、
九六
年一

一一

月

十m

の『

取

引

所法
葵
員

會』

に
.. 

て
述
べ
し
所
に
し
て
、
其
稿
本
は
ゥ
H

1
バ
ー
の
作
 々

'

奶
十
ニ
卷
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,,
錄

獨

逸

馨

f

論
' し

も
.の
せ
云
ふ
.

)

の
如
き
は
V

其
先
■

者
て
あ
名
、
是 

等
の
食
案
が
一
つも

實

^

す

る
の
氣
運
R

至
ら
ず
グ
ー 

ナ 
I
 

を
し
て 

％
o
c
u

 seltenene 

b
r
a
u
c
h
b
a
r
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 R
e
f
o
r
m
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s
c
h
H
g
e

ヒ

s
冷
笑
せ
：し
め
し
も
の
は
、
實
に
獨
逸
經 

，濟
の
幼
雅
な
る
、
分
業
に
て
は
省
業
務
の
支
持
困
難
な 

P
レ
ゲ
爲
め
.で
あ
つ
た
、

此
時
'に
當b

獨
逸
銀
行
は
抽 

象
的
，
_

壇
的
銀
行
論
0
定
說
に
反
し
て
、
エ
業
を
種 

々
な
る
手
段
に
て
援
助
し
た
、
此
劣
々
し
&
態
度
を
ユ 

ァ
ダ
氏
は
、
評
し
て
日
く

ご 

N
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y
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^
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/

.
':
獅
逸
鈒
行
が
獨
逸
商
X
業
の
援
胁
*
た
か
、
.!
-或
又
企 

業
精
神(

a

^
§
&

I

J

^'«
es*
-)

の
刺
戟
藉
た
6
.し
事 

は
、遂
に
、
天
患
少
&

窭
靡
ぜ
る
獅
逸
商
エ
業
の
熾
榮
‘ 

を
髒
&
し
た
、
蓋
し
、
資
本
主
義
的
精
神
を
以
っ
.て
經
，
 

濟
體(Wirtsc

r'ftk5rper)

fc
充
た
す
事
に
ょ
b

v

v速 

か
に
資
本
主
義
的
組
織
に
推
翁
す
る
を
得
る
か
ら
で

あ 

る
、
獨
逸
銀
行
の
蒔
き
た
る
種
子
は
漸
次
生
長
レ
て
、

. 

驚
歎
す
ベ
き
獨
逸
商
工
業
^:
な

ド

ヽ

而

し

て

今

や

播

き

I 

た
る
稱
子
を
自
ら
別
る
べ
き
時
期
^.
な
つ
た
、
彼
の
正) 

切
梁
務
へ
の
^
次
が
推
移
は
是
れ
^
語
る
の
で
あ
る
。
 

蓋
し
資
本
の
充
實
と
比
例
し
て
芷
則
寒
務
の
發
達
を
見
. 

る
か
ら
.で
あ
る
、
さ
れ
ば
總
收
ス
の
變
化
の
形
態
は
銀 

标
0.
國
民
經
濟
た
及
ぼ
ず
ヽ
賀
献
、
影
響
の
變
化
を
示

す
も
の
で
あ
ぐJ

。
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ニ
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四
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: 

治
海
州
が
最
も
農
業
に
適
せ
る
地
方
な
ぅ
ど
は
久
し 

く
、
世
人
の
間_に
信
ぜ
ら
れ
し̂

も
不
枸
.ヽ

事
實
ヽ
同 

州
面
»

の
三
分
ん
ー
1
以
上
ば
£

陵
地
に
し
て
ヽ
興
間
農. 

勤
に
適
せ
る
地
方
は「

ゥ
ス
1
|」

派
の
流
域
と「

ヽ
ノ
ン 

コ
、
.ヤ.

ケ」

低

地

地

方

「

ス

コ

ト

グ

」
「

ミ

ア

ハ

」
「

シ
ト
ツ 

アJ

 

,

諸
流
の
流
域
地
方「

ス.
力
ン
.」「

ポ
、
.シ
エ
ツ
ト」

高
地 

等
0
地
方
ゆ
_

し
で
ヽ
以
上
地
方
の#

徵
は1111

S

 

場
合
を
除
き
多
く
是
等
の»

方
^

於
げ
る
河
：流
は
秋 

冬
の
雨
季
R

於
て
枯
渴
し
ヽ
之^ *

に
K .
し
て
春
獨
の
兩 

季

に

は

恰

の

如

き

急

流

を

呈

す

る

》

S

鬼
か
ら 

ず
、
加
ふ
蛛
^
四
月
ょ
り
六
用
に
か
け
で
寒
冷
な
る
濃 

霧
に
襲
は
れ
、
：
時
と
し
ぬ
此
濃
：霧
は
：七
月
に
及
.ぶ
乙
と 

あ

夂
-

斯
ぐ
て
歐
露
发
而
太
り
の#.
象

は

自

已

が

尜

I

だf

驗
せ
ざ
る
此
自
然
現
象
の
爲
め
に
或
は
水
害
の
厄 

.

に
®

&
、
或
者
は
濃
霧
の
爲
め.に
作
物
の
發'育

|:
妨 

げ
ら
れ
、
非
常
な
る
困
雛
代
遭
遇
せ
し
が
卜
其
後
、
虫 

,
那
朝
鮮
爾
方
而
ょ̂S

の
移
住
者
の
援
胁
を
受ぐ

る.
に.

..至
6 V

玆
：に
以
上
の
困
雛

よ

^

輕

じ

て

脫

す

る

比

至
：れ

、

ノ
 

U

 

十

五

■

.

,-

露
國
は
此
地
方
を
占
領
す
る
と
共
に
、
歐
.露
方
茴
ょ 

A

V
の
移
^

^

獎
勵
せ
し
も
、
然
か
も
當
時
陸
上
に
於
け 

る
交
®

の
不
慨
な
る
こS

は
、
是
等
の
移
住
者
をJ

て 

歐

露

方

面

ょ

.ぅ

此

地

方

に

轉

炮

し

む

る

.に

短

ぐ

で

\
夂
、 

月
、
長
く
て
約
一
ヶ
年
华
を
空#

せ
し
め
し
結
果
、
爲 

め
に
政
府
の
保
！

I
、

獎
B

も

充

分

な

る
効
架
を
泰

せ

ず、 

3t
後
、
_
®
艦
隊
に
•
ょ

りて
極
東
方
面
と
の
趣

絡
成 

る
や
、
此
機
に
乘
じ
て
之
れ
が
移
民
の
墙
加
を
計
り
し 

も
、
之
れ
又
た
a ：
費
用
の
此
較
俏
大

な

る結
果
、
滿

足 

な

る

解

決

，策

と

な

ら

す

、

而

，し

て

此

州

に

於

け

る

眞

の
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想
士
ー
，餘
S

H) 

'
雜

0

西

比

裂

の

終

證
# '
K

事
業
は
丙
比̂
^
即
鐵
道
開
通
の
；當
時
^
始
ま
り
し 

も
.
の
に
‘し
て 
> 

殊
に
0

露
戦
役
後
に
於
て
，著
し
き
僧
加 

を
見
る
に
至
タ.，し
理
由
は
當
時
、.同
戰
役
に
從
事
：せ
し 

.

兵
士
が
歸
M '

後
、
此
地
方
0
有
鑛
な
.る
.
を
唱
說
.ぜ
し
に 

一
依
6
し
も
：の
に.し
て
、
斯
ぐ
て
其
聲
に
應
じ
て
移
住(>.

來
-
し̂
者
は
眼
を
さ
へ
ぎ
る
も
の
な
き
沃
野
の
^
ぅ
に 

一
霧
深
&
丘
.陵
地
帶
0 :
存
す
る
を
見
て
大
な
る
朱
蕴
に
打 

:
.た
れ
し
-̂
の
な
b

s
す
、
然
か
も
此
地
方
に
於
け
る
.農 

民
0
移

住

を

獎

勵

せ

レ

：
こ
と

.は

1
:賦

、.
.木

工

、

锻

エ

の 

如

き

手

丁

ー

業

者

の

移

住

を

助

成

す

る

こ

と

ミ

な

ぅ

、
0 

ぐ
て
、
彼

等

は

此

地

方

の

小

都

食

に

居

住

.じ

て

日

本

人

又
 

た
は
支
那
人w

競
爭
す
る
に
至
れ
6
。

U

十
穴

最

近

、

本

州

，に

於

け

る

金

鑛

業

は

著

し

く

不

振

の

狀 

態
に
あ
り
、
而
し
て
之
れ
が
主
要
な
る
原
因
は
、
資
金 

の
缺
乏
ヽ
.信
用
機
攔
の
緊
縮
及
勞
働
上
に
ぁ
り
て
は
支 

那
人
-

に

し

て

、

而
し
て
’
以

上

の

不

振

を

救

濟

す

る

瓶
，親
. 
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